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【研究背景】 

2008年5月1日、アイルランド、ダブリンにて

IRB の理事会が行われた。この IRB 理事会にお

いて実験的競技規則に関する話し合いが行われ、

ELV の導入が決定した。今回の ELV のようなル

ール改訂は他の競技ではめずらしいと思われる

がラグビーという競技においては決して珍しい

ことではなく、ラグビーという競技においてル

ール改訂とは欠かすことのできないものであり、

さまざまなルール改訂を経て現在のラグビーに

至っている。そしてその都度プレーにも大きな

影響与えている。よって今回、導入、実施が決

定したELVもプレーに何らかの影響を与えた可

能性が高いと考えられる。 

【研究目的】 

本研究では自分が実際にプレーする大学レベル

におけるELVの影響をELV導入前の2007シーズ

ンとELV導入後の2008シーズンについて総得点、

キック、スクラム、ラインアウト、ラインアウ

トモール、ラック、ペナルティーゴール、カウ

ンターについて統計的に比較することで、実際

の変化を明らかにし、大学レベルにおける ELV

導入が試合、そしてプレーに与えた影響につい

て明らかにすることを目的とする。 

【研究方法】 

本研究では研究対象を大学選手権のELV導入前

の2007シーズンと導入後の2008シーズンの全

30試合とした。これらの試合についてELV導入

によって変化が考えられるキック、スクラム、

ラインアウト、ラインアウトモール、ラック、

ペナルティーゴール、カウンター、総得点の８

項目について調査、分析を行った。分析にあた

ってはSPSS 17.0 for Windowsを使用し、独立

したサンプルの t 検定を行い、有意水準を P＜

0.05とした。 

【結果】 

ラインアウト数、ラインアウトモール数、カウ

ンター数、ペナルティーゴールの4項目におい

てELV導入前とELV導入後で5%水準での有意な

差がみられた。それぞれについてみるとライン

アウトは76本、ラインアウトモールは62本減

少し、カウンター数は80回、ペナルティーゴー

ルは19回増加した結果となった。 

【考察】 

ELV 導入によってキックの種類が変化したこと

で、ラインアウト減少という結果になったと考

えられる。またこのことからカウンターはノー

タッチキックの蹴り合いが続き、その中でカウ

ンターに移行するという攻撃パターンが確立さ

れたことで増加した結果となったと考えられる。

モールの引き倒しが可能となったことでライン

アウトモールが有効な攻撃オプションでなくな

り、ラインアウトモール数の減少という結果に

つながったと考えられる。またスクラムに関し

てはスクラムからのセット AT の難易度に変化

はなく、ペナルティーからもスクラムを選択す

るチームが増加しなったことから、スクラムの

数に有意な差はみられない結果となった考とえ

られる。ペナルティーゴールは得点を狙う攻撃

パターンがゴール前のペナルティーではモール

ではなくペナルティーゴールを狙うというパタ

ーンに変化したこと増加した結果となったと考



えられる。 

【結論】 

本研究ではELV導入による大学レベルでの変化

について以下の 2 点を結論とする。1.ELV 導入

によって敵陣でのペナルティーではペナルティ

ーゴールを選択することが増加し、得点パター

ンが変化した。2.両チームによる蹴り合いが続

き、試合がノータッチキックの蹴り合いという

キック合戦化した傾向が強まった。 


